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特集  みんなで進める中期計画

所在地／石川県金沢市
学生数／約2600人
学部／薬、経済経営、国際コミュニケーション、医療保健
▶THE世界大学ランキング日本版2020／151-200位

取材・文／本間学　撮影／中西優

〝
チ
ー
ム
北
陸
大
学
〞作
り
に
向
け
て

中
期
計
画
は
最
適
な
F
D
・
S
D

きのしたまさゆき●大学卒業後、民間企業に就職し、マー
ケティング、営業企画などの業務に従事。1995年北陸大
学に入職し、教務・学生厚生・就職支援、広報業務などを担
当。他大学の事務長代理を経験したのち、北陸大学の企
画部、新学部等設置準備室などを経て現職。

木下 雅之学事本部長・企画本部長
教学支援センター長・企画部長

使
命
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
頂
点
に

構
成
員
の
行
動
を
再
設
定

主
体
的
行
動
を
促
す
た
め
の

現
実
的
な
K
P
I

北陸大学Vision50（by2025）・第1期中期計画

めざすもの

主管部署

策定実行
のプロセス

PDCAを
回す工夫

情報公表

北
陸
大
学

　「中期計画策定の真の目的は、“チーム北陸大学”作り」と断言する木下本
部長。目標達成までの具体的なアクションプランを決める７つのWGのメン
バーは、若手・中堅の教職員を主体にするほか、年齢層に幅を持たせ、女性や
複数部局の教職員も入れた構成にしている。多様なメンバーがさまざまな角度
から部局を越えて議論をする中で、「これからの大学を牽引するのは自分たち」
という意識を芽生えさせることが狙いだ。「これはある意味で次の幹部を育てる
研修の一環。学部や部局を越えて大学の将来を考える経験は、普通のFD・
SDでは得られない」という。完成した中期計画の学内向け共有のしかたもひ
と工夫ある。管理職向けに文書を出して終わり、ではなく、全員が一堂に会す
るキックオフ説明会を開催。理事長・学長だけでなく、各重点項目の担当理事
から目標と行動計画を発表した。各組織の役割と責任を明確にし、構成員の
参画意識を高めている。

一体感を高めるしくみを取り入れ、
“チーム北陸大学”の意識醸成

2025年までに学生の成長力No.1の教育を実践する大学となる

▶毎年度、進捗・達成度を取りまとめ、全教職員に配布
▶第１期中期計画が終わった段階で、ホームページ等で学外に公表予定

▶計画の中で、役割と責任、期限、数値目標（KGI・KPI）を明確にする
▶計画を実効力のあるものとするため、重点項目の責任者を理事とする
▶計画全体の進捗管理は推進委員会が行うが、基本的には現場に任せ、中期計画に主体的に取り組むしくみにする
▶項目別の担当会議体を明確にし、年度当初に必ず目標と計画を確認したうえで進捗管理を行う
▶中期計画に基づく単年度事業計画の進捗状況を、理事、役職教授、幹部職員で構成される会議体で
　年３回確認する
▶毎年度、進捗・達成度を取りまとめ、全教職員に報告書を配付する
▶「内部質保証の方針」の中で進捗プロセスを明確に定める

総合企画局

①
現状分析

②
教育理念の
再定義

③
他大学や
企業の研究

④
長期ビジョン・
中期計画策定

⑤
アクション
プラン策定

⑥
進捗管理

⑦
情報の
共有・公表

注目！

ま
す
。
年
に
1
回
進
捗
報
告
書
を
出
し

ま
す
が
、
管
理
を
厳
し
く
し
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
て
、
自
ら
改
善
に
つ
な
げ
る

主
体
的
な
行
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
で
区
切
り
を
迎
え
る
第
１
期

中
期
計
画
。
計
画
前
よ
り
入
学
者
76
%

増
、
志
願
者
1
3
0
%
増
と
一
定
の
成

果
が
出
ま
し
た
。
中
間
報
告
を
取
り
ま

と
め
て
、学
外
に
発
信
す
る
予
定
で
す
。

　
今
、
第
２
期
に
向
け
て
新
た
な
策
定

委
員
会
で
、
計
画
の
骨
子
を
議
論
し
て

い
ま
す
。
第
１
期
を
振
り
返
る
と
、
行

動
計
画
の
項
目
が
多
す
ぎ
た
と
い
う
反

省
が
あ
り
ま
す
。
数
を
絞
り
、
詳
細
は

担
当
組
織
に
任
せ
る
こ
と
で
浸
透
度
や

実
効
性
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、「
教
職
員

が
学
生
と
共
に
成
長
す
る
意
識
を
持

ち
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
期
計

画
は
わ
れ
わ
れ
が〝
チ
ー
ム
北
陸
大
学
〞

と
し
て
成
長
す
る
た
め
の
、
最
適
な

F
D
・
S
D
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
本
学
は
2
0
1
7
年
に
、
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
第
１
期
中
期
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、「
こ

の
ま
ま
で
は
受
験
生
に
選
ば
れ
な
い
大

学
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
危
機
感

で
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
定
員
未
充
足

が
続
き
、
皆
「
何
と
か
し
な
く
て
は
」

と
思
っ
て
は
い
る
の
に
、
目
の
前
の
仕

事
で
手
一
杯
。
対
症
療
法
的
な
施
策
が

続
く
中
、「
言
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
」

と
い
う
諦
め
が
ま
ん
延
し
て
い
ま
し

た
。
起
死
回
生
の
策
と
し
て
4
学
部
同

時
改
組
を
す
る
も
の
の
、
そ
れ
自
体
が

ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ

の
目
的
は
、時
代
に
合
っ
た
教
育
を
し
、

優
秀
な
卒
業
生
を
出
す
こ
と
。
そ
の
た

め
、
執
行
部
の
体
制
変
更
を
き
っ
か
け

に
、
行
動
す
る
軸
と
し
て
の
中
期
計
画

を
つ
く
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
初
め
て
中
期
計
画
に
取
り
組
む
こ
と

か
ら
、
総
合
企
画
局
を
新
設
し
、
原
案

の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。
ま
ず
は
デ
ー

タ
を
集
め
て
自
学
の
状
況
把
握
か
ら
始

め
ま
し
た
。
募
集
状
況
や
退
学
率
、
就

職
率
な
ど
の
不
調
が
可
視
化
さ
れ
、「
当

た
り
前
の
こ
と
が
で
き
る
大
学
に
し
た

い
」
と
決
意
が
固
ま
り
ま
し
た
。
続
い

て
建
学
の
精
神
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

開
学
当
時
は
薬
学
の
単
科
大
で
し
た

が
、
今
は
文
系
学
部
も
擁
す
る
総
合
大

学
で
す
。
現
代
に
伝
わ
る
言
葉
で
大
学

の
使
命
を
「
健
康
社
会
の
実
現
」
と
再

定
義
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
も
と
に

「
2
0
2
5
年
ま
で
に
学
生
の
成
長
力

N
o
．1
の
教
育
を
実
践
す
る
大
学
と

な
る
」
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、
重
点
項

目
と
基
本
方
針
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、「
誰

が
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
こ
ま
で
達
成
す

る
の
か
」、つ
ま
り
「
役
割
と
責
任
」「
期

限
」「
目
標
数
値
」
を
明
確
に
し
、
現

場
の
教
職
員
の
参
画
に
も
こ
だ
わ
り
ま

し
た
。
具
体
的
な
行
動
計
画
は
、
重
点

項
目
別
に
責
任
者
の
理
事
を
決
め
、
策

定
委
員
会
と
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

検
討
し
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
若
手
・

中
堅
教
職
員
を
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

部
局
を
越
え
て
大
学
の
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
議
論
し
た
の
で
す
。
結
果
、
全
教

職
員
の
お
よ
そ
半
分
が
参
画
し
、
第
1

期
中
期
計
画
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
中
期
計
画
の
推
進
に
は
現
場
の
意
欲

を
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ

こ
で
こ
だ
わ
っ
た
の
が
K
P
I
の
設
定

レ
ベ
ル
で
す
。
完
璧
を
め
ざ
せ
ば
〝
理

想
〞
に
な
っ
て
し
ま
い
、〝
計
画
〞
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
達
成
で
き
な
い
数
値

目
標
は
思
考
停
止
を
招
く
た
め
、「
努

力
す
れ
ば
達
成
可
能
」
な
値
に
し
て
い

北
陸
大
学
は
、学
部
再
編
と
新
教
育
体
制
の
構
築
を
機
に
、

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
中
期
計
画
を
策
定
。教
職
員
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
へ
と
歩
み
を
進
め
る
。

▲第１期中期計画のキックオフ説明会の様子。各重点項目の責任
者である担当理事が、どう計画を進めていくのかを説明した。下段
右は「全体最適＞部分最適」の重要性を語る理事長（学長兼任）。

学内のデータを
収集し、分析・
可視化。
問題意識を共
有する

建学の精神を
ふまえたうえで
大学の使命を
現代に合わせ
た形で再定義

ベンチマーク校
のデータ分 析
や先 行 大 学 、
企業の事例を
研究

総合企画局と
常任理事会で
ビジョンと 戦
略、重点項目を
策定

策定委員会と
WGでアクショ
ンプランと年度
別目標を設定

部局ごとのほか、
推進委員会と各
推進チームが重
点項目ごとの進
捗管理を行い、
全体に発信

達成度を取りま
とめて全 教 職
員に共有。
第１期計画の
終了後に学外
に公表予定
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＊計画策定前の2016年度と2020年度を比較した値

＊


